
ICID 第 1 回世界かんがいフォーラム 第 64 回国際執行理事会  

 

1. 開催期間 2013 年 9 月 29 日（日）～10 月 5 日（土） 

 

2. 開催場所  トルコ、マルディン 

会場：アタテュルク大学 

エルドバエレガンスホテル カンファレンスセンター 

ヒルトンガーデンインホテル 

 

3. 第 1回世界かんがいフォーラムの概要 

 

 

 

 

 

 

 

○ フォーラムの概要 

・ 世界かんがい排水賞の発表 

・ 全体テーマ、サブテーマでの論文発表及び議論 

・ ワークショップ（3）・パネルディスカッション（4） 

・ サイドイベント（23） 

・ ポスターセッション 

・ エキジビション 

 

 

 

 

 

 

○ICID の活動の活性化やかんがい排水分野の情報発信の強化などのため、ICID が本年から３年
に一度開催するかんがい排水分野の国際会議。 

○第１回フォーラムが、国際執行理事会の開催地トルコ・マルディンで開催され、世界 61ヵ国、
12の国際機関から、技術者、農業者、水管理組織、政策決定者、民間団体等約 750人が参加。 

○フォーラムでは、「変動する世界におけるかんがい排水：世界食料安全保障への挑戦と機会」を

テーマに論文の発表や参加者による議論がなされ、最後に「マルディン・フォーラム宣言」と 2016
年のチェンマイ（タイ）での第２回フォーラムの開催を発表し、閉幕。 

マルディン・フォーラム宣言（抄） 

１．文明の発達には水にまつわる問題が密接に関係している。 

２．水は価値ある貴重な資源であり、水に関わるあらゆる関係者が効果的で持続的な水利用のため、

互いに協力する必要がある。 

３．かんがい排水分野は、多くの課題に直面しているが、地球規模の食料安全に貢献してきている。

４．政府機関は関係者の中心となり、農業用水管理における枠組みを提供する役割を有している。

５．水管理システムの計画や設計段階において、ほ場における効率的な水利用はもちろんのこと多

目的利用も検討しておくことが重要である。 

６．農業分野は最大の水ユーザーであり、近代的な技術だけでなく伝統的な技術を用いて、食料安

全の強化に取り組まなければならない。 

７．財政的な支援は経済状況に応じて行われるべきであり、過去の経験から適切な手法を選択し、

それぞれの状況に応じた支援を行うべきである。 

８．コストは持続的に賄えるものである必要があり、広く適用可能なものであるべきである。 

９．極端な気候変動に対するリスク分析や脆弱性の評価を行うことによって、農業用水に与えるリ

スクの削減を行う必要がある。 

10．かんがいフォーラムの結果は、農民やほ場レベルでの水管理責任者と共有しなければならない。



4. 第 64回国際執行理事会の概要 

 

 

 

 

 

 

○現副会長 

 

 

 

 

 

 

 

○副会長選立候補者（任期：2013~2016） 

 

 

 

（参考）現会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏名 国 任期  

1 Dr. Ragab Ragab 英国 2010-2013 改選 

2 Engr. Husnain Ahmad パキスタン 2010-2013 改選 

3 Mr. Chaiwat Prechawit タイ 2010-2013 改選 

4 Dr. Adama Sangare  マリ 2011-2014  

5 Prof. Kim, Thai Cheol  韓国 2011-2014  

6 Dr. Gerhard Backeberg 南アフリカ共和国 2011-2014  

7 Mr. Laurie Tollefson カナダ 2012-2015  

8 Mr.Huseyin GUNDOGDU トルコ 2012-2015  

9 Mr.francois Brelle フランス 2012-2015  

 氏名 国 備考 

1 Dr. Basuki Hadimoeljono   インドネシア 1位当選 

2 Mr. Kadhim Mohsin Ahmed   イラク 2位当選 

3 Mr. A. B. Pandya  インド 3位当選 

 氏名 国 備考 

1 Dr. Gao Zhanyi    中国 2011-2014 

○国際執行理事会には、ICID本部役員及び事務局、各国国内委員会の代表が出席。日本からは佐藤
洋平日本国内委員会委員長、太田信介委員（ICID名誉副会長）他が出席。 
 

○国際執行理事会では、各委員会等からの報告を受けるとともに、ICIDの活動に関する必要事項に
ついて議論し、決定。主な決定事項は以下のとおり。 

①副会長選挙 

 副会長は、インドネシア、イラク、インドの各国内委員会が推薦する下記の３氏が当選。 

②歴史的かんがい施設の認定 

 文明の発達に貢献した歴史的かんがい施設を保全し、歴史から持続可能なかんがいを学ぶこと及び

その存在を幅広く広報することを目的に認定制度の創設を決定。 



5. 会議参加者 

区分 氏名 所属 役職 

ICID 日本国内委員会 佐藤 洋平 中山間地域フォーラム 会長【委員長】 

ICID 日本国内委員会 猪迫 耕二 鳥取大学農学部生物資源環境学科 教授 

ICID 日本国内委員会 岩本 彰 NTC インターナショナル(株) 代表取締役社長 

ICID 日本国内委員会 太田 信介 全国農村振興技術連盟 

日本 ICID 協会 

委員長 

会長 

ICID 日本国内委員会 佐藤 政良 筑波大学  名誉教授 

ICID 日本国内委員会 清水 克之 鳥取大学農学部生物資源環境学科 講師 

ICID 日本国内委員会 丹治 肇 (独）農業・食品産業総合研究機構 

農村工学研究所水利工学研究領域 

上席研究員 

ICID 日本国内委員会 中澤 明 (株)三祐コンサルタンツ 執行役員副社長 

ICID 日本国内委員会 長野 宇規 神戸大学大学院農学研究科 准教授 

ICID 日本国内委員会 八丁 信正 近畿大学農学部環境管理学科 教授 

ICID 日本国内委員会 増本 隆夫 (独）農業・食品産業総合研究機構 

農村工学研究所資源循環工学研究領域 

領域長 

ICID 日本国内委員会 丸居 篤 弘前大学農学生命科学部地域環境工学科 准教授 

ICID 日本国内委員会 山岡 和純 (独) 国際農林水産業研究センター 

研究戦略室 

研究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

ICID 日本国内委員会 渡邉 紹裕 京都大学大学院地球環境学堂 教授 

ワークショップ発表者 子安 亮二 両総土地改良区総務課 総務課長 

ワークショップ発表者 平石 恭太 両総土地改良区総務課 係長 

論文発表者 北村 浩二 東海農政局整備部 地域整備課長 

（元 JICA 専門家）

 小林 祐一 農村振興局 次長 

事務局 宮崎 雅夫 農村振興局整備部設計課海外土地改良技術室 室長 

事務局 盛永 一美 農村振興局整備部設計課海外土地改良技術室 係長 

 林 亨 (一財)日本水土総合研究所 主任研究員 

 溝口 航太郎 (一財)日本水土総合研究所 研究員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6. 会議日程 

日付 時間 会議名等 参加者 

9/29 

（日） 
09:00-12:30 世界かんがいフォーラム 開会式 

13:30-14:30 全体セッション１ （テーマの紹介） 

14:30-15:00 プレス発表 

15:30-17:00 全体セッション２ (サブテーマ１：政策、科学、社会の相互作用) 

9/30 

（月） 
09:00-12:30 サイドイベント：農民参加型水管理の今後（主催者：ＩＣＩＤ日本国内委員会） 

09:00-10:30 
全体セッション３(サブテーマ２：かんがい排水分野への融資における挑戦と発展)

パラレルセッション１（サブテーマ１：政策、科学、社会の相互作用） 

11:00-12:30 

全体セッション４（サブテーマ３：持続的食料生産のための総合的水管理手法） 

パラレルセッション２（サブテーマ１：政策、科学、社会の相互作用） 

パラレルセッション１(サブテーマ２：かんがい排水分野への融資における挑戦と

発展) 

13:30-15:00 

パラレルセッション３(サブテーマ１：政策、科学、社会の相互作用) 

パラレルセッション２ 

(サブテーマ２：かんがい排水分野への融資における挑戦と発展) 

パラレルセッション１（サブテーマ３：持続的食料生産のための総合的水管理手法）

15:30-17:00 

パラレルセッション３(サブテーマ２：かんがい排水分野への融資における挑戦と

発展) 

パラレルセッション２（サブテーマ３：持続的食料生産のための総合的水管理手法）

パラレルセッション４(サブテーマ１：政策、科学、社会の相互作用) 

15:00-15:30 MT-JOUR ジャーナル運営チーム － 

10/1 

（火） 

09:00-10:30 

11:00-12:30 

パラレルセッション３－４ 

（サブテーマ３：持続的食料生産のための総合的水管理手法） 

 

EB-JOUR ＩＣＩＤｼﾞｬｰﾅﾙ編集委員会 
佐藤洋平 

増本隆夫 

WG-HIST 歴史作業部会 八丁信正 

13:30-15:00 
全体セッション 5  

(メインテーマと 3つのサブテーマに関する総括セッション) 
 

15:30-17:00 世界かんがいフォーラム・テーマのとりまとめ  

17:00-18:30 国際執行理事会 開会式 

佐藤洋平 

太田信介 

宮崎雅夫 

10/2 

（水） 

09:00-10:30 

11:00-12:30 

国際ワーク  

ショップ３ 

気候変動下の水、作物や土壌の管理に関するワ

ークショップ 

渡邉紹裕 

（発表） 

ASRWG アジア地域作業部会 太田信介 

AFRWG アフリカ地域作業部会 - 

ERWG ヨーロッパ地域作業部会 - 



日付 時間 会議名等 参加者 

10/2 

（水） 09:00-10:30 

11:00-12:30 

WG-IDSST 社会・経済変革期における国における灌漑排水

部会 

八丁信正 

清水克之 

WG-YPF 若手灌漑排水技術者フォーラム部会 丸居篤 

WG-POVERTY 貧困緩和と生計におけるかんがいの役割 佐藤洋平 

13:30-15:00 

15:30-17:00 

国際ワーク 

ショップ２ 

干ばつや水希少性に対処するための開発、 経

営戦略に関するワークショップ 

長野宇規 

（発表） 

WG-ON-FARM ほ場かんがいシステム部会 岩本 彰 

WG-CROP 水と作物作業部会 猪迫耕二 

WG-PQW 低品質水のかんがい利用部会 長野宇規 

C-CONGR 総会詳細組織委員会 - 

WG-DRG 排水作業部会 太田信介 

WG-WATS 農業用水節水部会 - 

15:30-17:00 TF-WWF7 WWF7 タスクフォース 

太田信介 

山岡和純 

宮崎雅夫 

17:00-18:30 Mtg NCs-VPs 国内委員会と副会長のミーティング 
佐藤洋平 

宮崎雅夫 

10/3 

（木） 09:00-10:30 

11:00-12:30 

国際ワーク 

ショップ１ 

水をめぐる知恵と持続可能性に関するワーク

ショップ 

八丁信正 

（発表） 

PFC 財務委員会 中澤 明 

09:00-10:30 

TF-FIN 農業水の資金調達 山岡和純 

TF-BIO- 

ENERGY 

バイオエネルギーと食料のための水 

タスクフォース 
- 

TF-VE VE タスクフォース - 

11:00-12:30 

13:30-15:00 

 

WG-DROUGHT 水ストレス地域における水管理部会 長野宇規 

WG-CLIMATE 気候変動と農業用水管理作業部会 渡邉紹裕 

WG-SDTA 感潮地域の持続的開発作業部会 丹治 肇 

C-PR&P 広報・出版委員会 - 

WG-CAFM 洪水総合管理作業部会 増本隆夫 

WG-ENV 環境影響作業部会 八丁信正 

13:30-15:00 

15:30-17:00 
PCSO 戦略・組織委員会 - 

17:00-18:30 OBC Meeting オフィスベアラーズ委員会 太田信介 

10/4 

（金） 
09:00-18:30 PCTA 技術活動委員会 

佐藤政良 

宮崎雅夫 

10/5 

（土） 09:00-17:00 IEC 国際執行理事会 

佐藤洋平 

太田信介 

宮崎雅夫 

 

 



7. 日本国内委員会主催のサイドイベント（9/30）について 

 

 

 

 

 

 

 

 
【プログラム】 

１）開会挨拶１（小林農村振興局次長） 

２）開会挨拶２（ガオ ICID会長） 
３）ワークショップ趣旨説明（渡邉紹裕委員） 

４）各国からの報告 

  ・タ イ（行政職員及び水管理組織職員） 

  ・トルコ （行政職員及び水管理組織職員） 
  ・エジプト（行政職員及び水管理組織職員） 

  ・韓 国（行政職員発表） 

  ・日 本（農林水産省職員及び土地改良区職員） 

５）発表者によるパネルディスカッション 

  （ファシリテーター：佐藤政良委員） 

６）ワークショップの取りまとめとしての宣言文の発表 
 

 

 

 

 

 

○農業用水の持続的で効率的な利用を図るため、末端施設の維持管理・水管理を農民が主体となり

実施する「農民参加型水管理」（Participatory Irrigation Management：PIM）の取組が開発途上

国を中心に世界各国で実施。 

○日本国内委員会では、土地改良区による施設の維持管理・水管理の経験を踏まえ、サイドイベン

トの一つとして、「農民参加型水管理の現状と今後」というテーマでワークショップを開催。 

○ワークショップでは、５カ国（タイ、トルコ、エジプト、韓国、日本）の行政及び水管理組織職

員が各国の農民参加型水管理の状況を報告するとともに、今後の農民参加型水管理の在り方につい

て議論を行い、ワークショップ宣言文を発表。

【WIFワークショップ宣言文（抄）】 
１．農民参加型水管理（PIM）の推進 
 かんがい用水の効率的な利用は、かんがい施設の末端までその機能が発揮することで実現するも

のであることから、受益者でありかつ末端施設の維持管理・水管理を担うべき主体である農家を意

思決定に参加させ、自発的に管理の改善に取り組むようにさせることが必要であり、PIMを地域の
状況に応じて推進することが必要と再認識した。 

  
２．農民参加型水管理の社会的意義  
 PIMの取組が単にかんがい施設の適切な維持管理とかんがい用水の効率的な利用というかんが
いの直接的目標に資するだけでなく、人々の認識を深め、意識や行動を変える人々の能力開発とい

う社会的意義について注目することが必要である。 

  
３．WWF7に向けて 
 本ワークショップや先般日本で開催された北海道ワークショップのように、水管理の関係者の幅

広い参加を得て、PIMについての経験や情報を交換し各国で共有するための取り組みを歓迎し、今
後、次期韓国総会時をはじめとして、ICIDや ICID加盟国でこのような取り組みが積極的に実施さ
れることを期待する。 

  
 PIMの推進は、技術的および社会的な側面からの、世界の水問題解決に対するかんがい分野の積

極的な貢献が期待できる取組として、ICIDからWWF7へ積極的にインプットすることを期待する。



8. 各セッションや作業部会における発表論文 

論文発表委員等 論文の概要 

佐藤 政良 

日本の参加型水管理の背景をなす政策と手法 
 世界の成功例の一つと評価される日本の水管理モデルが他諸国に技術移転可能
か否かは、それが日本の特殊条件に依存するのか、あるいは世界共通の原理に基

づくのかによる。本発表は、水管理計画を含む事業計画と事業の申請主義、さら

に補助金制度がその根幹であり、共通の原理、原則によって他国への適用が可能

であるとした。 
 

長野 宇規 

日本の渇水調整及び農業用水利用の現状について 
日本の渇水調整の由来と傾向について報告した。近年渇水調整は増加傾向にあり、

農業部門が他部門より高い取水制限を自ら課し、水利権を実質的に委譲している

ケースも見られる。農地減少による需要量の減少も調整に寄与していると考えら

れる。温暖化による積雪の減少は将来の渇水頻度を増加させる懸念がある。  
 

八丁 信正 

農業用水の管理と開発に関する持続可能性：日本の経験から学ぶ  
日本の農業用水の開発と管理に関わる歴史について、経済、社会、環境の側面か

ら分析。経済性を高める上での技術革新の重要性、利益の公正な配分を行い利用

者の参画意識を高めること、さらには資源量の限界時における利用規制と保全お

よび資源量拡大の対応策などについて、日本の経験をもとに記述。 
 

山岡 和純 

世界のかんがい農業開発が有する傾向と持続可能な投資への課題 
世界のかんがい農業は、60 年代以降常に年率 1.0-1.5％の成長を続け、これが食
料需要の増大に対する供給増大を支える反収増の 91.5％ を稼いできた。しかし、
この成長は 20 世紀に入り 1.0％以下に減速し、2008 年以降は過去に例を見ない
0-0.5%のレベルまで急減して いる。地域別の同様の分析からも興味深い事実が
判明している。 
 

渡邉 紹裕 

SRI水田における様々な地下水位におけるメタン及び亜酸化窒素の排出特性 
SRI（System of Rice Intensification）水田におけるメタンと亜酸化窒素の排出
を抑制するための望ましい水管理（とくに地下水位管理）を提示するために、さ

まざまな地下水位の実験ほ場で、ほ場条件と排出の関係を詳細に測定した。その

結果、地下水位を地表面下 30cm 程度に下げても、排出に変化は無く、収量や水
利用効率はやや低下することから、湛水させず土壌を飽水状態に保つことが適当

であることが示された。 
 

北村 浩二 
 

エジプトにおける参加型アプローチを用いた持続的かんがい用水利用に関する

プロジェクト活動 
 エジプトでは政府が、かんがい施設の維持管理・補修の予算を十分に準備して

いない。JICA の技術協力「水管理改善プロジェクト・フェーズ２」では、老朽
化した支線水路を、水利組合、政府、JICA が共同で補修することによって、エ
ジプトにおけるコストリカバリーとかんがい管理移管へ向けた関係者の役割を明

確にした。 
 

 

 

 

 


